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占
拠
が
つ
ば
音
時
四
大
会

8
月
白
日
午
後
7
時
か
ら
問
時

8
月
幻
日
午
後
6
時
か
川
日
時

〈
制
村
山
崎
一
渇
)
で
一
打
い

ム
宵
偽
札
向
指
パ
レ
ー
ド

8
H丹
波

2
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
2
崎

市
内
と
畑
山
中
隅
釘
約
一
部
昔
、
部
り
つ
け

を
し
た
棋
が
か
か
っ
ば
符
蛾
a

を
山
内
し

な
が
ら
パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。

部
門
刊
日
雨
天
の
州
場
合
は
お
お
い
い
胤
様
、

竹
山
日
雨
天
的
場
合
は
ぬ
お
じ
附
刊
紙
。

肯
花
火
大
会

8
弓
泊
内
午
後
8
時
か
ら
9
時

ヂ
判
日
川
川
公
開
問
地
上
む
ム
H
M
加
を
花
田
哨
し

ス
タ

iγ
イ
シ
、
水
中
花
火
を
中
心
V

いい

打
ち
上
げ
E

り
れ
ま
寸

京
郎
平
へ
の
場
合
は
初
日
い
噺
M

湾

。
ご
抽
出
綴

下
山
口
川
川
市
民
ま
つ
り
問
問
山
取
に
作
い
司

捻
‘
目
的
両
日
投
河
村
子
河
川
削
判
明
叫
で
ん
グ

滋
隔
地
割
引
が
行
わ
れ
ま
す
の
?
~
三
け
い
V

甘
く

だ
さ
い
e

な
お
e

く
h
L
ゴ
E
E
ヘH
イトムハ

;

ー

e

t

-

-

u災
打
点
υ
伐
採
で
お
知
り
ぜ
し
ま
す

肯
か
っ
ぱ
枇
岡
開
閉
中
〈
符
議

8
月刊
ω
日

午

後

7
時
か
ら
8
時

特叫が洲

F
駅
郎
広
場
か
ら
手
災
沼
グ
ラ
ン

ド
ま
で
行
進
し
ま
す
。

諾
約
天
的
場
合
は
い
初
日
以
級
制
仙
τ

骨
子
ど
も
お
み
叩
』

L
大
会

8
開
パ
ね
口
付
午
後
1
時
か
ら
4
時

校
同
時
子
駅
蕊
交
差
点
か
い
り
一
町
出
ゆ
ぬ
ま
ご

の
手
押
礼
治
公
的
出
繰
り
で
行
い
求
す
。

母
子
と
も
お
ん
ニ

L
〈
タ
ル
み
こ
し
、

チ
ザ
く
り
み
ニ
し
き
会
も
〉
所
有
印
体

は
制
問
機
的
に
事
加
し
て
く
と
き
い
白

肯
ち
び
っ
こ
の
ど
尚
闘
機
大
会

。
の
日
月
刊
一
日
ぷ
午
か
ら
ん
γ
没
4
時

心市民
λ

仇
淀
川
聞
大
ホ
!
ル
で
ち
引
い
了
一
述
内

的
y
一
昨
日
没
主
的
一
行
い
ま
す
J

問
一
一
山
ド
い
へ
の
場
ム
リ
も
行
づ

。
の
ど
串
媛
大
会
山
刷
機
綴
務
総
/

V
対
象
申
尚
一
点
片
山
め
幼
仰
向
同
児
か
り
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:需の区域および
iそiの名称の変更(駒

?炉

、田-びあ

こ
の
た
び
、
白
情
表
一
市
桜
備
事
業
の

一
埼
と
し
て
、
似
戸
千
台
国
周
辺
地
区

の
休
日
開
表
↓
ポ
を
実
地
い
た
し
た
く
、
字

の
区
地
お
よ
び
そ
の
名
品
判
的
変
史
案
に

つ
い
て
住
開
表
↑
市
審
議
会
に
諮
問
し
て

い
ま
し
た
が
、
会
議
会
は
慎
重
得
議
の

結
果
、
答
申
し
ま
し
た
ロ

市
は
、
符
申
に
基
づ
い
て
市
議
会
に

住
居
表
示
実
施
の
た
め
の
宇
内
区
域
お

よ
び
そ
の
名
称
の
変
更
に
関
す
る
議
案

を
提
出
す
る
に
あ
た
り
、
七
月
二
十
二

日
に
止
の
と
お
り
そ
の
案
を
告
示
し
ま

し
た
。我

孫
子
市
告
示
第
日
号

地
方
自
巾
法
(
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
六
七
号
)
第
二
六

O
条
第

一
墳
の
規
定
に
よ
る
字
同
区
域
及

び
そ
の
名
称
的
変
更
に
つ
い
て
議

会
内
議
決
を
経
る
に
あ
た
り
、
住

居
表
示
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
三

十
七
年
法
律
第
二
九
号
)
第
五

条
の
第
一
項
円
規
定
に
よ
り
、
そ

の
案
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

昭
和
五
十
六
年
七
月
二
十
二
日

我
孫
子
市
長
波
辺
藤
正

本
市
内
向
別
図
1
に
示
す
字
の

区
域
及
び
そ
の
名
称
を
別
図
2
に

示
す
と
お
り
変
質
す
る
。

~156!i号

白‘ i，UII;'
凡例 ι 

Eコ陣時即時唱踊
ぴ<c合併を夜更するI!>t

医二E愛憎名
抽酎易苦手袋

ーーー-.大字n
-一駅手界

異
醐
聞
の
あ
る
方
は

変
質
の
賄
求
が
で
き
ま
す

こ
の
告
示
さ
れ
た
案
に
係
る
町
、
ま

た
は
字
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者

で
、
市
議
会
町
議
員
お
よ
び
市
長
の
選

挙
権
を
有
す
る
者
は
、
当
該
案
に
異
議

が
あ
る
時
は
市
長
に
対
し
告
示
の
日
か

ら
三
十
告
を
経
過
す
る
臼
ま
で
に
、
そ

の
五
十
人
以
上
の
速
箸
を
も
っ
て
、
理

由
を
附
し
て
案
に
対
す
る
変
援
の
請
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
変
更
請
求
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
住
居
表
示
係
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
法
が
改
正
に
な
り
、
拠
出

年
金
は
七
月
か
ら
年
金
額
が
七
・
八
日
h

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
に
は
、
物
価
に
応
じ
て
年

金
額
が
上
が
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
と

り
入
れ
て
あ
り
ま
す
。
今
年
も
、
昭
和

五
十
五
年
皮
肉
消
費
者
物
価
向
上
昇
に

あ
わ
せ
て
、
七
-
八
行
引
き
上
げ
ら
れ

た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
名
齢
年
金

際
害
年
金
、
母
子
年
金
な
ど
の
年
金
額

も
増
稲
に
な
り
、
九
月
の
支
払
い
の
擦

に
は
、
六
月
分
(
旧
年
金
石
間
)
、
七
月
分
、

八
月
分
の
=
一
か
月
分
か
ら
増
税
さ
れ
た

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
遜
算
老
齢
年
金
も
、
十
二
月

の
支
払
い
の
際
に
は
増
額
さ
れ
た
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

福
祉
年
金
は
、
八
月
か
ら
本
入
所
得

に
よ
る
支
給
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
ほ
か
、

特
に
老
齢
福
祉
年
金
で
は
扶
養
義
務
者

向
所
得
に
応
じ
て
二
通
り
の
年
金
属
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
福
祉
年
金
的

支
払
い
は
、
十
一
月
に
、
八
月
か
ら
十

一
月
分
ま
で
の
四
か
月
分
の
増
額
さ
れ

た
年
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
改
正
さ
れ

た
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

り
開
催
し
ま
す
ロ
下
水
道
事
業
を
ご
理

1
』

'

解

い

た

だ

く

と

と

も

に

、

ご

意

見

な

と

を

調

躍

し

ま

す

H

n

i

l

-

5

を
今
後
の
下
水
道
事
業
運
営
に
と
り
入

下
水
道
料
金
は
、
完
備
さ
れ
た
下
水
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
け
る
慨
算
は
、
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お

道
施
設
の
維
持
管
理
費
の
一
部
に
あ
て
汚
水
処
浬
費
二
億
六
千
万
円
に
対
し
、
近
く
の
会
場
に
出
席
さ
れ
る
よ
う
お
頼

る
た
め
、
使
用
者
が
使
用
水
最
に
応
じ
下
水
道
料
金
は
一
億
一
千
万
円
、
汚
水
い
し
ま
す
。

て
、
負
担
し
て
い
た
だ
く
料
金
で
す
。
私
費
の
原
則
か
り
十
ヂ
、
は
な
れ
一
億
五

V
問
い
合
せ
下
水
道
諜
管
理
係

こ
の
維
持
管
埋
質
の
一
部
、
と
い
う
言
千
万
円
も
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

d

司
鋭
明
会
の
日
程

い
方
は
、
「
汚
水
私
費
、
雨
水
公
費
し
こ
の
赤
字
の
分
は
、
市
費
(
市
税
)

向
原
別
に
よ
り
、
汚
水
処
理
に
係
る
曲
目
に
よ
っ
て
補
喰
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

用
は
下
水
道
料
金
等
(
維
持
管
理
に
伴
で
下
水
道
事
業
内
見
直
し
を
行
な
い
、

う
負
拠
金
も
含
み
ま
す
。
)
に
よ
っ
て
「
汚
水
私
費
、
雨
水
公
費
し
の
際
別
に

ま
か
な
う
事
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
近
づ
け
、
適
正
な
る
下
水
道
事
業
の
管

本
市
町
下
水
道
料
金
は
、
昭
和
四
十
理
運
営
を
図
る
為
に
、
料
金
改
正
を
下

五
年
に
制
定
さ
れ
現
在
ま
で
据
置
の
ま
水
道
事
業
審
議
会
に
諮
問
し
て
お
り
ま

ま
に
な
っ
て
い
ま
す
a

こ
の
た
め
、
一
す
。

部
業
務
町
民
問
委
託
、
料
金
徴
収
を
水
気
軽
に

道

局

に

委

託

す

る

な

ど

の

合

理

化

を

し

、

ご

参

加

く

だ

さ

い

経
費
節
減
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
下
水
道
を

オ
イ
ル
シ
ヨ
ソ
ク
等
に
よ
る
諸
物
価
の
使
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

上
昇
に
よ
り
、
汚
水
処
理
費
は
増
加
し
下
水
道
事
業
お
よ
び
審
議
会
へ
お
こ
な

続

け

て

い

ま

す

。

っ

た

諮

問

内

容

の

説

明

会

を

次

の

と

お

自 時 会 場

8月5日制 つ<L野コミュニティホル
午前9: 30-1I : 30 

8月6日{村
上新木青年舘午前9・30-1I: 30 

8月6日(村
湖北台市民センタ

午惜2・00-4 : 00 

8月7日働 市民会舘(大会議室)
午桂2:00-4:00

d

可
幽
世
出
年
金
の
改
蕊
(
昭
和
田
年
7
月
実
路
)

項 目 改正前 改正後

E始年全 (年傾) (年制)

。25 年納付 504，000円 543，300円

ロ 10 年年金 318，600円 343，500円

。5 年年金 271，200円 292，400何

障害年金

。1 扱 627，000ドJ 675，900111 

。2 級 501，600l1l 540，700円

母子・準母子年金 501，600円 540，700円

子等の脂算12 人目} 60，000rl 60，000円

13人目I混tl 24，000円 24，0001ヰ

母子・準母子加算 180，00Wl 180，000円

遺児年金 501， 600fIl 540.700円

4
福
祉
年
金
の
改
正
(
昭
和
田
年
8
月
実
施
)

項 目 改正前 改正後

E齢福祉年金 (年額) (年額)

扶葺義務者収入16人世帯)

。60 0万円以下 270，000円 288，000円

。冊。万円~町6万円 270，000円 276，000円

障害福祉年金

。1 級 405，600同 432，000円
。2 級 270，000円 288，000円

母子・準母子福祉年金 351，600Pl 374，400阿
子等の加算12 人自) 60，000内 60，000円

13人話以降) 24，000円 24，000内

本入所得制限額12人世事)

。在飴福祉年金 216万4千円 226万6干月

。障害福祉年金 216万4千円 300万円

。母子福祉年金 361万円 361万円

扶養義(務6者人所世帯得制)限額 8767J円 876万円

公的年金とのIIf給制限 45万円 48万円

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
八

月
の
支
払
い
を
受
け
た
後
、
た
だ
ち
に

国
民
年
金
註
書
を
市
役
所
ま
た
は
各
支

所
、
行
政
連
絡
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
国
民
草
寺
註
書
同
提
出
が
遅
れ
ま

す
と
、
十
一
月
か
ら
福
祉
年
金
を
受
け

句
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
次
の
決
め
ら
れ
た
日
時
に
最
寄
り
の

場
所
へ
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昭
和
五
十
五
年
分
の
所
得
を

申
告
し
て
い
な
い
人
は
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
新
た
に
他
の
年
金
(
窓

絵
、
厚
生
年
金
等
)
な
ど
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
人
は
、
留
民
年
金
読

書
と
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
o

va時
八
月
十
一
白
{
火
)
か
ら
八
月

十
五
日
(
土
)
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
、
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

V
場
所
市
役
所
年
金
孫
、
湖
北
支
訴

湖
北
台
支
所
、
布
佐
支
所
、
つ
く
し
貯

支
所
、
我
孫
子
釈
前
行
政
連
絡
所
、
天

王
台
釈
行
政
連
絡
所

V
問
い
合
せ
国
民
年
金
係

揮
決
め
ら
れ
た
日
時
に
提
出
で
き
な
い

人
は
、
八
月
二
十
二
日
ま
で
に
市
役
所

国
民
年
金
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

160 

衣
・
食
・
住
・
環
境
な
乞
生
活
の
な
ル

l
フ
を
再
築
し
ま
す
。
消
校
生
活
に

か
の
身
近
な
問
題
を
テ
!
?
に
と
り
あ
関
す
る
勉
強
会
、
活
動
等
を
行
っ
て
い

け
、
市
民
向
よ
り
よ
い
く
ら
し
を
目
的
る
市
内
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
で
生
活
展

に
関
川
市
し
て
い
る
我
孫
子
市
消
校
生
活
へ
の
事
加
を
希
望
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

消
費
生
活
鹿
島
哲
加
固
体
轟
集

展
も
今
年
で
六
回
目
を
皿
え
ま
す
ロ
り
ま
し
た
り
ご
連
続
く
だ
さ
い
白

今
回
は
食
生
活
と
手
口
沼
一
内
泌
を
テ

V
募
集
期
間
八
月
一
日
か
り
八
月
六

1
7
に
十
一
月
上
旬
の
河
川
聖
子
垣
し
日
ま
で

て
い
ま
す
が
、
市
で
は
事
加
団
体
、
グ

V
連
絡
先
市
民
生
活
課
消
費
生
活
係

一
@
国
保
加
入
者

あ
な
た
は
と
の
健
康
保
検
に
一
)
加
入

で
す
か
。
市
内
に
怯
ん
で
い
る
人
で
、

職
場
内
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

や
生
活
保
識
を
長
け
て
い
る
人
以
外
的

人
は
、
法
に
よ
り
国
民
健
康
伺
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ロ

国
保
は
、
突
然
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
と
き
に
、
経
済
的
な
負
但
を
世
し
で

も
軽
減
す
る
た
め
に
設
け
句
れ
た
制
度

で
す
。
@
届
出
は
十
四
日
以
内
に

次
表
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
世
帯
主

の
方
は
十
四
日
以
内
に
市
営
所
か
各
支

所
内
窓
口
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

@
届
出
の
遅
れ
は
あ
な
た
自
身
の
損
失

加
入
届
を
怠
る
と
、
保
険
証
が
な
い

た
め
に
病
気
に
な
っ
て
も
保
険
は
効
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
資
格
は
さ
か
の
ぼ
っ

加
入
の
健
康

保
険
を
確
認

l
」
$
A
F
1レ
ト
晶
、
勺
，

〈
国
保
年
金
課
V

て
発
生
す
る
た
め
に
、
留
保
税
も
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

喪
失
屈
を
怠
っ
て
保
険
証
を
使
用
し

た
場
合
に
は
、
無
資
格
者
向
受
診
と
い

う
こ
と
で
、
市
町
負
担
し
た
医
療
費
は

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

留
置
pam 
ん
円弱

@
綾
扶
整
者
毘
定
基
準
が
改
定

本
年
四
月
一
臼
か
ら
、
会
社
な
ど
の

健
保
司
被
扶
養
者
認
定
基
準
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
ロ
今
ま
で
の
基
準
で
被

扶
養
者
に
な
れ
な
か
っ
た
人
達
に
と
っ

て
は
矧
報
で
す
。

新
基
準
額
は
、
①
従
来
的
収
入
金
一
頼

が
一
律
七

O
万
円
未
満
を
「
八
十
万
円

未
満
に
」
②
認
定
対
象
者
が
六
十
五
歳

以
上
の
老
年
者
ま
た
は
厚
生
年
金
の
障

害
年
金
受
給
要
件
に
該
当
す
る
障
害
者

の
場
合
は
、
「
百
二
十
万
円
未
満
」
と
な

り
ま
し
た
。

二ん牟ときには届出を | 届出に必要なもの

国|転入されたとき |印かん、制証明主

空同先7闘闘をやめたとき |印かん制立明書
記同活胸高止され"e. I印札、限庵止通知書
入同fさんカ生れたとき |印かん、時註母子間滞

留|転出するとき |刷白人、鰍証

ま|由同州駒市札たとき|印州、附軒納入探検証

~I 生活保護が開飴された u I印かん、織笠、ヤ竺竺干
る|耽したとき |印かん、保闘

住所カ変わるとき 印かえ保清ff

氏名治安わったとき 印かん再指立

世帯主が変わったとき 自帥ん除虫

世華の合併 分陸周とき |印治ん、再検証

保険証をなくしたEき 川かん身分を証明するもの



輝重
患ノ

~ 場り
骨:

一
銭
六
か
汚
泥
健
康
診
笈

発
潟
の
ゆ
滅
ん
な
乳
幼
流
山
問
日
は
、
こ

れ
ま
寸
も
乳
児
や
一
一
…
総
出
品
抽
出
様
診
査
が

進
め
句
れ
て
き
ま
し
た
が
‘
一
時
縦
六
か

月
岡
弘
帥
崎
山
朝
訟
奈
は
、
心
島
燥
機
内
発
生
防

比
、
早
期
一
発
何
千
郡
山
刊
と
い
う
蕗
か
ら

日
見
て
、
一
一
一
地
械
に
な
っ
て
か
、
り
松
岡
ヴ
い
た

の
ぞ
は
殺
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
行

う
も
の
で
す
。

V
持
帯
す
る
も
の
努
子
総
紛
争
州
戦
と

刑
制
仏
師
時
前
(
認
入
も
れ
的
な
い
よ
う
に
)

4
一
盛
大
か
月
党
鎗
液
鯵
査
自
民
総

"晶
、制服1雪81， 8， (3) 

母

韓

学

識

経
緩
中
約
一
世
湘
幾
‘
級
生
児
の
ゑ
務
総

生
、
家
総
計
指
聞
な
ど
に
つ
い
て
、
十
市
の

総
帥
地
婦
が
呂
鴬
ゑ
治
的
良
部
品
川
な
初
端
酬

を
一
甘
い
ま
す
6

wv
総
務
*
八
月
二
一
日
(
日
)

h

副
議
的
経

過
・
経
日
時
誌
総
*
八
月
六
ヨ
(
本
)
録

制
眠
中
内
保
嶋
崎
と
教
義
・
品
闘
科
'
湯
冷
川
*
八

ロバスハ
U

自
(
木
)
も
く
悦
問
機
朝
醐
a

母
乳

栄
養
・
お
ち
ゃ
ん
め
議
議
*
八
四
日
会
一
十

七
日
〈
本
二
盤
後
円
偶
然
棒
伊
予
づ
く
り

の
お
む
つ

V
時
間
間
午
約
え
時
一
一
一
十
分
か
ら
十
…

時
ぷ
心
分

相v
鴻
臨
間
病
問
エ
令
品
蹄

V
持
参
す
毒
も
の
母
子
総
殺
琳
am帆毛

筆
ぷ
削
府
同
州
、
こ
内
総
八
月
…
ぷ
mm
は
パ
ス

タ
オ
ル
一
枚
、
八
ω
月
六
臼
は
さ
、
い
り
し
布

一
向
闘
の
刊
行
ぐ
ら
い
4

糸
e

剣
‘
は
さ

み
・
ま
ち
鈴

察

饗

相

談

千
島
内
動
き
や
日
続
総
外
科
的
な
zb
絞

め
品
る
子
ど
も
的
樹
談
J
V
Aれ
い
ま
守
的

で
ご
制
刊
附
く
だ
さ
い
。

va時
八
月
十
九
紙
一
本
一
午
後
…

時
か
ら
4

4

時
ま
で

マ
場
所
品
開
保
健
叶

*
母
子
手
際
今
品
持
脅
し
て
く
ど
寺
い
ω

V
問
問
い
合
せ
総
同
開
抽
暗
所
惜
ハ
v
m
同
七
一

一
二
五
汽

⑫ 

「マナーが大切」

交通災害

見舞金制度

市
で
は
、
不
幸
に
し
て
交
滋
事
政
に

あ
っ
た
人
の
た
め
に
、
市
民
交
泌
録
制
神
畿高50万円まで

食
刷
附
肢
を
診
け
て
い
ま
す
伶

こ
の
制
度
で
辻
、
…
一
々
m
円
か
ら
五
ハ
〉

万
照
的
竹
料
開
で
党
相
拝
金
を
支
仏
制
し
て
い

ま
ナ
が
、
災
害
者
的
飲
溺
議
転
、
露
出
-
免

許
運
転
、
総
務
行
為
‘
故
意
ま
た
は
畿

大
な
溺
央
、
お
よ
び
天
災
な
ど
に
よ
η

災
畿
を
受
け
た
場
合
に
は
、
支
給
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
む

な
お
、
市
諮
期
限
は
交
級
事
故
の
発

ゑ
し
た
日
か
ら
一
部
以
内
で
す
。

vm聞
い
骨
骨
市
民
生
活
課

ぷ
際
問
成
樹
車
掌
・
市
開
院
の
歎

の
し
お
叫
，
い
を
配
・
背
骨

去
る
一
汚
ふ
?
五
円
ロ
に
+
市
民
綴
殺
と
滋

眠
伐
の
欲
が
制
制
定
き
れ
ま
し
た
が
、
市
で

は
、
管
き
ん
に
権
問
院
議
背
中
を
よ
り
…
機

知
っ
て
い
た
だ
き
、
生
サ
術
的
中
ぞ
突
出
向

僻
都
議
さ
れ
も
令
よ
ー
っ
吋
泌
総
山
山
国
章
・
市
口
氏

め
訟
の
し
お
り
い
を
仰
げ
り
ま
し
た
。

出M
A
例
会
を
過
と
て
鷲
宰
ん
め
お
識
に

お
判
部
り
し
て
い
ま
み
与
が
、
自
治
会
会
ど

県アマeゴルヲ界のトッ'7
t二:tr2コ?¥l

秋元患央さん(株)

す
ご
い
で
す
ね
、

ど
ん
な
締
約
を
?
n

吋
や
は
り
基
本
て

す
ね
。
基
本
を

t
q

か
り
身
に
つ
け
て
か

一
一
ワ
ト
り
大
で
目
指
が
長
く
‘

争
反
は
殺
が
約
八
十
一
何
%
雌

誌編子百滋蔦

キジ〈キジ科〉

が
約
五
十
八
ぺ
低
価
峨
は
金
属
光
沢
内
蛾

緑
色
で
釘
か
ら
絡
が
ず
っ
と
滋
〈
、
州
胤

自
で
す
攻
畳
一
一
之
品
弐
食
ゆ
月

2

1
列
会
E
E内
調
際
斗
ご
露
盤
嗣
甲
子
築
市
で

ザ
間
関
臨
時
十
月
十
八
四
ね
〈
日
〉
午
前
九
(
受
付
水
曜

g
か
ら
点
飢
餓
自
は
午
前
九
時

時
か
ら
午
後
心
時
十
分
ま
で
@
か
ら
午
後
政
時
ま
で
、
土
曜
日
は
午
前

に
加
入
し
て
い
な
い
方
々
日
い
つ
い
て
は
ち

V
場
開
閉
ヂ
議
市
松
法
一
一
め
一
一
二
千
葉
九
時
か
ら
沈
午
ま
℃
)

支
紛
・
行
政
一
卒
録
時
川
に
燃
え
で
あ
り
ま
総
裁
高
校

V
試
験
方
法
お
よ
び
獄
毅
科
宮
被
内
科

す
吟
で
、
ご
利
勝
く
だ
さ
い
。
V
受
験
時
世
嗣
制
的
機
織
九
月
十
六
日
か
試
験
山
山
日
付
総
幾
土
的
業
務
に
燃
し
必
離
宮

V
問

い

合

せ

企

爾

繰

ら

十

九

時

ま

で

県

総

務

総

文

謀

議

へ

な

淡

AVω
一
mmA害
議
小
川
作
文

丹生募

室主

A
J
 

よーい
ま
A
F

E-・M
M

}

 
通告

と

し

て

棄

し

だ

一

一

本

の

と

き

兄

に

ま

れ

L

ゴ

自

分

に

あ

わ

せ

て

ぎ

て

い

け

ば

い

時

室
、
長
場
合
絞
っ
た
の
辻
、
殺
ぎ
を
ま
て
か
ら
十
八
年
に
な
る
が
τ

い

二

と

段

々

と

州

督

。

気

取

り

も

て

ん

た

綿
子
雲
で
授
を
雲
す
る
秋
元
私
本
格
的
じ
取
り
捌
臨
ん
だ
の
は
五
十
…
加
で
い
も
な
い
α

ル

志
へ
き
ん
。
部
年
七
月
、
総
ヶ
械
で
行
わ
筏
係
チ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
プ
ぷ
入
金
し
、
ブ
ぷ
J

凡

フ

で

そ

の

人

が

わ

か

る

」

と

刈

J

2
T梨
県

?γ
ン
ゴ
ル
フ
選
手
権
口
に
つ
い
て
レ
ぷ
ン
事
会
け
る
よ
う
い
う
ロ
寸
華
し
〈
や
る
の
は
い
い
が
ろ

4
4
J

の
ア
?
チ
丸
ア
内
部
で
、
的
年
は
機
持
、
に
な
っ
て
か
ら
e

そ
の
年
い
き
な
り
ク
議
総
絞
め
ず
ナ

i
は
守
り
、
パ

l
ト
ナ
~
九
月
ル
子
友
会
叫
ル
に
お
ワ
鉱
山
巣
し
ま
す
。

今
停
は
準
獲
特
と
、
同
情
ア
P
チ
ェ
ア
コ
ラ
ヅ
め
選
手
権
で
後
勝
旬
以
来
、
昨
年
!
に
議
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
主
け
…

v受
す
期
限
八
時
一
H
か
ら
八
日
ま

ル
ヴ
界
的
!
ィ
ブ
い
い
老
人
で
あ
る
硲
ま
で
五
速
湾
側
部
品
別
的
大
会
で
は
、
れ
ば
ら
ん
と
叩
チ
383335

の
大
切
ま
…
…
一
執
務
一
で
丹
波
部
有
効
で
す
E

ア
ゴ
に
ボ

i
ル

を

ょ

す

る

。

一

V
申
し
込
み
方
法
作
成
説
明
ハ
ガ
か
に
ル
は

つ
け
ら
孔
な
が
・
り
も
生
ま
れ
も
椋
討
ち
も
品
刊
誌
子
」
こ
ん
な
一
所
、
氏
名
、
略
的
、
滋
話
番
母
、
議
務

プ
レ
ー
を
授
け
ぬ
勝
に
い
い
前
は
な
い
J

ブ
口
内
醐
縄
県
南
一
名
・
雲
師
時
一
昨
を
明
記
し
て
、
我
山
部
F

し
た
こ
と
も
D

会
豆
織
と
は
苅
技
生
1

資
本
功
と
も
縫
し
い
。
一
料
館
一
一
一
開
問
、
中
央
公
川
氏
絡
ま
で
一
一
応
判
件

数
は
千
五
日
白
人
と
い
殺
孫
子
に
来
れ
ば
も
一
体
刊
に
コ
ー
ス
に
一
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
者
多
数
的
場

う
か
ら
法
大
欲
的
こ
出
る
と
怒
ら
あ
る
c

一
台
は
納
撲
に
よ
り
決
泌
し
ま
す
ω

こ
れ
か
ら
め
滋
燃
は
?
…
ま
た
、
調
判
然
、
公
民
日
開
講
雄
一
を
佼
誠

一
と
リ
あ
え
ず
、

Q
J
R
け
の
我
係
予
ゴ
ル
一
し
て
い
る
方
は
応
募
で
き
ま
は
ザ
£
。

今
年
後
持
す
れ
ば
六
議
柏
と
な
っ
浩
司

V
抽
選
蕊
八
月
十
九
呂
午
前
f
時

ク
ラ
ブ
五
十
事
的
経
史
で
も
は
と
め
で

V
四
阿
い
合
せ
中
央
公
開
問
級
官
八
二

的
決
帯
G

は
た

L
て
六
線
制
刊
は
な
る
か

E
i
oゑ
一
五
〆
同
月
刊
掛
け
M

は
休
蕗
)

9 

J.ll! ま舞集事事

削

精

神

枇

に

給

油

所

村

野

和

子

一

日
朝
一
忌
し
て
泌
H
U
帆
即
日
昂
る
鳥
丹
市
柏
山
世
間
州
安
f
…

制
耕
一
%
や
仰
を
し
ず
か
に
必
時
り
舟
長
バ
一

山
川
先
に
て
呉
川
宜
ど
穿
総
〈
金
缶
百
十
兜
川
町
阪
縫
f
一

叫
小
出
場
没
剣
た
ま
り
符
を
ほ
ど
く
開
閉
誠
治

り
ま
わ
り
の
正
よ
り
凡
れ
は
域
世
間
し
小
林
部
ru

uuA刊
の
ん
吋
ひ
れ
ん
だ
よ
う
夕
べ
か
な
ぷ
持
美
知
日
代

高
専
の
漁
様
、
し
記
述
よ
ぼ
九
H
W
ム

町

本

紀

子

臨
時
ホ
到
る
惑
に
は
と
ま
ゐ
盆
閤
在
日
間
附
下
代
主

務
総
で
す
る
チ
に
ヂ
Mm
四
間
一
議
機
的
抽
出
日
々
寸

阜
市
常
吹
か
ULY)
左
き
を
子
等
綴
淡
な
る
総
浮
い
ち
子

必
殺
の
記
々
と
し
て
必
き
し
こ
と
中
川
門
広
子

の
ま
わ
け
勺
怖
が
自
立
ち
、
雌

は
地
味
な
黄
総
研
い
で
、
線
か
い

盟
中
間
同
紙
内
即
時
点
が
あ
り
ま
す
。

鳴
き
知
は
「
ケ
ン
ケ
ン
い
と
力

検
く
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
砂

日
本
将
棋
相
ぬ
で
間
関
鳥
に
滋
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
狩
耐
同
政
問
で
も

あ
り
ま
す
a

人
℃
鈴
離
し
て
、

肋
以
内
鳴
も
し
ぜ
い
ま
す
が
減
っ
て

い
ま
す
か
主
と
し
ど
獄
事
前
部
掛
地

内
鳥
で
、
開
田
鳥
肉
配
町
一
山
か
ら

五
本
総
公
開
討
日
泣
に
か
け
ど
蜘
山

本
機
器
、
安
を
口
品
た
り
し
ま
す
宮

古
利
阿
国
M
W
波
は
も
い
る
よ
う
て

す
α

〈
本
案
、
文
官
問
機
敏
夜
、

161 
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メラホ仁コーラスケートとへ
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⑤重量ってください⑩

*婦人湾El豊玉牽*べ~ーダ

ンス*事L白雪量
今立3の分!こつい1:13C8Fヨ
3切だら受け付けます。

惨申し込み f百gct約違憲

T-B害事 f日用4お 〈日〉 午直吉Q審き

から午後3B事撲で

が場所 奇襲W1n総合霊童数公選霊クラ
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